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【表紙解説】
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人材を輩出してきた本学は、日
本の近代化、各界の発展に大き
く貢献してきた。今後もさまざ
まな新しい取り組みを通じて、
教育・研究の一層の充実に努め
ていく。
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生
物
資
源
科
学
部
食
品
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
の
学

生
た
ち
が
、「
食
を
通
し
た
社
会
貢
献
」
を
目
指

し
て
学
術
研
究
グ
ル
ー
プ
「
Ｈ
ｉ
ｇ
ｈ
ｅ
ｒ
ｓ

☆
」
を
設
立
し
た
の
は
２
０
１
１
年
。

高
齢
者
や
貧
困
・
家
庭
環
境
か
ら
く
る
児
童

の
孤
食
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
・
レ
ス
ト
ラ
ン
立
ち
上
げ
に
、
手
作
り

ト
マ
ト
ス
ー
プ
な
ど
の
レ
ト
ル
ト
食
品
作
り
と

並
行
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
３
本
柱
の
一
つ

が
、
Ｔ
Ｆ
Ｔ
活
動
だ
っ
た
。

Ｔ
Ｆ
Ｔ
―
―
「
２
人
の
食
卓
」
を
意
味
す
る

テ
ー
ブ
ル
・
フ
ォ
ー
・
ツ
ー
の
頭
文
字
か
ら
と
っ

た
活
動
は
、
肥
満
や
生
活
習
慣
病
を
改
善
す
る

た
め
の
メ
ニ
ュ
ー
を
先
進
国
で
販
売
し
、
飢
餓

等
の
貧
困
に
苦
し
む
子
ど
も
た
ち
を
救
う
た
め

に
始
め
た
も
の
で
、
日
本
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が

２
０
０
７
年
に
提
唱
。
現
在
は
企
業
や
大
学
、

病
院
の
食
堂
の
ほ
か
、
カ
フ
ェ
、
コ
ン
ビ
ニ
な

ど
全
国
２
０
０
団
体
以
上
が
参
加
し
、
海
外
に

も
広
が
っ
て
い
る
社
会
貢
献
運
動
だ
。

食
で
貢
献
、Ｔ
Ｆ
Ｔ
活
動

生
物
資
源
科
学
部
Ｈ
ｉｇ
ｈｅｒｓ
☆

文
理
学
部
Ｓａ
ｌａｍａ
ｔ 

Ａ

　
10
月
４
日
に
開
催
さ
れ
た
本
学
の
創
立
１
３
０
周
年
祝
賀
会
で
、
あ
い
さ
つ
に
立
っ

た
大
塚
𠮷
兵
衛
学
長
は
「
今
後
も
学
生
の
成
長
を
第
一
に
考
え
、
学
生
自
ら
が
成
長
を

実
感
で
き
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
い
、
未
来
へ
の
輝
き
を
放
っ
て
ま
い
り
ま
す
」と
決

意
を
表
明
し
た
。そ
の
一
つ
と
し
て
大
塚
学
長
が
言
及
し
た
の
が
「
日
大
生
の
や
っ
て
み

た
い
を
実
現
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
自
主
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）で
、
今
年
度
33
件
が

採
択
さ
れ
、
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
本
格
的
に
動
き
出
し
た
。今
回
、
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

新
た
な
挑
戦
を
４
企
画
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
地
方
創
生
へ
の
人
材
に
意
欲
を
燃
や
す

芸
術
学
部
や
、
未
来
へ
向
け
た
経
済
学
部
や
生
物
資
源
科
学
部
の
「
自
主
創
造
」へ
の
新

た
な
挑
戦
を
特
集
す
る
。

特
集

「自主創造」への
新たな挑戦
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「
Ｈ
ｉ
ｇ
ｈ
ｅ
ｒ
ｓ
☆
」
は
発
足
し
た
翌
年

か
ら
こ
れ
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
毎
月
２
回
、
学

食
の
キ
ッ
チ
ン
を
借
り
て
、
自
分
た
ち
で
考
案

し
た
メ
ニ
ュ
ー
の
販
売
に
乗
り
出
し
て
い
る
。

こ
の
７
月
に
用
意
し
た
の
は
、「
夏
野
菜
た
っ

ぷ
り
カ
ラ
フ
ル
キ
ー
マ
カ
レ
ー
丼
」。彩
り
豊
か

に
夏
野
菜
を
配
し
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

食
事
で
、
暑
い
夏
を
乗
り
越
え
よ
う
と
い
う
の

で
あ
る
。

そ
ん
な
仲
間
た
ち
が
「
日
大
生
の
や
っ
て
み

た
い
を
実
現
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
へ
の
応
募

を
決
め
た
の
は
、
Ｔ
Ｆ
Ｔ
活
動
を
さ
ら
に
普
及

さ
せ
る
狙
い
か
ら
で
あ
る
。

学
生
課
の
仲
介
で
、
同
じ
よ
う
な
国
際
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
展
開
す
る
文
理
学
部
の
「
Ｓ

ａ
ｌ
ａ
ｍ
ａ
ｔ　

Ａ
」
と
コ
ン
ビ
を
結
成
。
決

め
手
と
な
っ
た
の
は
、
タ
ガ

ロ
グ
語
で
「
あ
り
が
と
う
！
」

を
意
味
す
る
サ
ラ
マ
ッ
ー

ト
ゥ
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、

実
際
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
出
か

け
、
現
地
の
子
ど
も
た
ち
へ

の
教
育
支
援
を
地
道
に
継
続

し
て
い
る
点
を
評
価
し
た
か

ら
だ
。

そ
の
後
、
両
学
部
の
学
園

祭
に
出
店
し
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

の
〝
お
ふ
く
ろ
の
味
〟
大
学
イ

モ
を
２
度
揚
げ
し
て
砂
糖
を

ま
ぶ
し
た
オ
ヤ
ツ
「
カ
モ
テ
・

キ
ュ
ー
」
や
焼
き
イ
モ
を
販

売
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ

れ
の
活
動
模
様
を
紹
介
し

た
。

も
う
一
つ
、学
食
で
の
Ｔ
Ｆ
Ｔ
メ
ニ
ュ
ー
も
進

行
中
だ
。実
は
生
物
資
源
科
学
部
の
併
設
校
で
あ

る
日
本
大
学
鶴
ヶ
丘
高
（
東
京
都
杉
並
区
）
の
料

理
部
と
連
携
し
、同
校
で
も
２
年
前
か
ら
Ｔ
Ｆ
Ｔ

メ
ニ
ュ
ー
作
り
に
着
手
し
て
い
る
。

さ
ら
に
学
生
課
の
呼
び
掛
け
で
、
Ｔ
Ｆ
Ｔ
メ

ニ
ュ
ー
の
採
用
は
、
国
際
関
係
学
部
や
松
戸
歯

学
部
、
経
済
学
部
、
三
軒
茶
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
、

工
学
部
に
隣
接
す
る
日
本
大
学
東
北
高
校
（
福

島
県
郡
山
市
）
ま
で
広
が
っ
て
き
た
。

具
体
的
な
メ
ニ
ュ
ー
作
り
は
こ
れ
か
ら
だ

が
、「
こ
れ
ま
で
の
蓄
積
も
あ
り
、
先
方
に
合

わ
せ
て
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
で
き
る
」
と
代
表
の

井
上
瑠
菜
さ
ん
（
生
物
資
源
科
３
年
）
は
自
信

満
々
だ
。

Ｔ
Ｆ
Ｔ
メ
ニ
ュ
ー
を
手
掛
け
て
以
来
、こ
の
７
年

間
で
提
供
し

た
食
事
は
、合

計
５
２
５
５

食
。月
ご
と
の

ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
も
実
施

し
て
リ
サ
ー

チ
を
重
ね
て

お
り
、実
績
は

十
分
だ
。
向

上
心
を
意
味

す
る「
Ｈ
ｉ
ｇ

ｈ
ｅ
ｒ
ｓ
☆
」

だ
が
、さ
ら
な

る
高
み
を
目
指
し
て
、「
活
動
の
輪
を
さ
ら
に
広

げ
て
い
き
た
い
」
と
意
気
盛
ん
で
あ
る
。

自作メニューを販売する代表の井上さん(左)ら

学園祭で掲示するポスター制作に高校生も参加

日
大
鶴
ヶ
丘
の

高
校
生
も
参
加

ゲ
ー
ム
感
覚
の
化
学
教
材
考
案

理
工
学
部・生
産
工
学
部・短
期
大
学
部

　

難
し
い
と
敬
遠
さ
れ
が
ち
な
化
学
の
世
界
―

―
。「
し
か
し
、ゲ
ー
ム
性
に
富
ん
だ
教
材
作
り

を
続
け
て
い
た
ら
、意
外
に
楽
し
く
て
…
…
」と

語
る
の
は
、「
化
学
教
材
研
究
会
」代
表
で
あ
る

大
学
院
理
工
学
研
究
科
博
士
前
期
課
程
１
年
の

阿
部
里
奈
さ
ん
だ
。

　

同
会
の
元
々
の
母
体
は
短
期
大
学
部
（
船
橋

校
舎
）の
生
命
・
物
質
化
学
科
で
の
卒
業
研
究
。

そ
の
際
に
参
考
に
と
示
さ
れ
た
の
が
ア
メ
リ
カ

化
学
会
の
学
会
誌
で
報
告
さ
れ
て
い
た
ゲ
ー
ム

性
に
富
む
教
材
の
作
成
・
改
良
で
、そ
れ
に
触
発

さ
れ
た
の
が
そ
も
そ
も
の
出
発
点
で
あ
る
。

　

最
初
は
１
人
で
取
り
組
ん
で
い
た
が
、
同
好

の
士
が
１
人
、ま
た
１
人
と
増
え
、現
在
は
会
員
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国
際
関
係
学
部
の
冨
岡
丈
朗
准
教
授
の
ゼ
ミ

生
で
組
織
す
る
「
日
大
国
際
た
ん
ぽ
ぽ
」
と
い

え
ば
、
国
際
協
力
の
古
手
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
や
カ 

ン
ボ
ジ
ア
な
ど
途
上
国
に
足
を
運
び
、
そ
の
国

で
買
い
集
め
た
伝
統
工
芸
品
を
地
域
イ
ベ
ン
ト

な
ど
で
販
売
し
、
販
売
利
益
を
支
援
金
に
充
て

え
る
の
が
当
世
風
。樹
海
で
は
天
然
記
念
物
で
あ

る
鳴
沢
氷
穴
へ
の
ツ
ア
ー
を
加
え
、持
ち
帰
っ
た

ゴ
ミ
を
生
か
し
た
リ
サ
イ
ク
ル
ア
ー
ト
展
を
計

画
す
る
な
ど
、
楽
し
い
活
動
を
考
え
た
。

代
表
の
樋
渡

岬
さ
ん
（
生
産

工
４
年
）
は
「
趣

味
の
登
山
で

前
々
か
ら
考
え

て
い
た
富
士
山

の
ゴ
ミ
問
題
。世

界
文
化
遺
産
で

は
な
く
、
世
界

自
然
遺
産
に
登

録
す
べ
く
、少
し

で
も
手
助
け
で

き
て
よ
か
っ
た
」

と
語
っ
て
い
る
。

富
士
山
で
の
ゴ
ミ
拾
い
大
会
は
、生
産
工
学
部

の
廣
田
直
行
教
授
の
ゼ
ミ
生
が
発
案
。
生
物
資

源
科
学
部
の
学
生
も
加
わ
り
今
年
５
月
に
「
日

大
日
本
遺
産
環
境
改
善
部
」
が
立
ち
上
が
っ
た
。

も
と
も
と
廣
田
ゼ
ミ
自
体
が「
コ
ン
ペ
＆
イ
ベ

ン
ト
＆
ま
ち
づ
く
り
＆
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」
を

重
視
し
、年
に
一
度
は
社
会
貢
献
活
動
に
参
加
す

る
の
が
ル
ー
ル
。
今
年
の
テ
ー
マ
に
掲
げ
た
の

は
、国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ
た
「
持
続
可
能

な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）」
の
一
つ
、
環
境
の

持
続
可
能
性
の
確
保
だ
っ
た
。

放
置
さ
れ
た
ゴ
ミ
が
目
立
つ
富
士
の
樹
海
で

８
月
31
日
に
清
掃
活
動
を
実
施
。
樹
海
を
突
っ

切
る
道
路
の
周
辺
に
散
開
し
、捨
て
ら
れ
た
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
に
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
、さ
ら
に
は
靴
や

サ
ン
ダ
ル
ま
で
、ビ
ニ
ー
ル
袋
13
個
分
の
ゴ
ミ
拾

い
に
汗
を
か
い
た
。

と
は
い
え
社
会
貢
献
に
も
遊
び
の
要
素
を
加

　

ゲ
ー
ム
の
種
類
も
、
バ
ッ
チ
を
利
用
し
た

ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
、
さ
ら
に
は
ス
ト
ロ
ー
を
使
っ

た
分
子
模
型
作
り
な
ど
、
計
５
種
類
に
増
え
た
。

　

開
発
し
た
ゲ
ー
ム
感
覚
の
化
学
教
材
は
好
評

で
、
理
工
学
部
や
文
理
学
部
か
ら
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
・
出
前
授
業
の
要
請
、千
葉
市
の
科
学

イ
ベ
ン
ト
、
日
本
理
科
教
育
学
会
の
全
国
大
会

か
ら
の
招
聘
な
ど
が
相
次
ぎ
、準
備
に
忙
し
い
。

　

さ
ら
に
「
有
機
合
成
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
」
に
つ

い
て
は
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
活
用

し
た
商
品
化
を
検
討
中
。
一
方
で
、
理
工
学
部

の
併
設
校
で
あ
る
日
本
大
学
習
志
野
高
と
千

葉
日
大
一
高
と
の
間
で
、
一
緒
に
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
進
め
て
い
く
計
画
も
あ
る
。

　
「
元
々
が
子
ど
も
た
ち
の
理
科
離
れ
対
策
を

目
的
に
し
て
い
た
だ
け
に
、
そ
ん
な
教
材
が
生

ま
れ
れ
ば
…
…
。
化
学
を
学
ぶ
学
生
た
ち
だ
か

ら
こ
そ
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
教
材
が
開
発
で
き
る

ん
で
す
」
と
、
よ
り
良
い
教
材
を
目
指
す
阿
部

代
表
の
決
意
は
固
い
。

数
14
人
。
阿
部
代
表
の
所
属
す
る
研
究
室
が
会

員
の
た
ま
り
場
に
な
っ
て
い
る
。

　

最
初
に
開
発
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
教
材
は
「
有

機
合
成
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
」。有
機
化
合
物
の
部
分

構
造
（
官
能
基
）
や
反
応
式
が
書
か
れ
た
カ
ー

ド
を
七
並
べ
の
要
領
で
配
り
、
手
札
が
な
く

な
っ
た
順
に
勝
ち
と
な
る
。
当
初
は
中
高
生
の

自
習
向
け
に
と
考
案
し
た
も
の
だ
。

　
「
そ
れ
を
ト
ラ
ン
プ
大
の
形
に
し
た
り
、官
能

基
を
種
類
別
に
色
分
け
し
た
り
し
て
、
化
学
の

知
識
の
な
い
子
ど
も
た
ち
で
も
遊
べ
る
よ
う
工

夫
を
凝
ら
し
た
」（
阿
部
代
表
）。
そ
の
結
果
「
日

大
生
の
や
っ
て
み
た
い
を
実
現
す
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」に
採
択
。そ
の
後
も
ゲ
ー
ム
性
や
デ
ザ
イ

ン
の
改
良
に
努
力
を
惜
し
ま
な
い
。

カードゲームに子どもたちも夢中

清掃を前に樹海についてアドバイスを受ける

自作教材を前にした阿部代表（右端）ら

併
設
校
と
の
シ
ョ
ッ
プ
も
計
画

富
士
山
で
ゴ
ミ
拾
い
大
会

生
産
工
学
部・生
物
資
源
科
学
部

ボ
ル
ネ
オ
島
で
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

国
際
関
係
学
部・生
物
資
源
科
学
部
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写
真
に
美
術
、
音
楽
、
演
劇
、
放
送
と
、
芸

術
学
部
の
５
学
科
の
教
員
や
助
手
、
学
生
の
総

勢
23
人
が
、
石
川
県
小
松
市
の
小
松
市
立
高
で

「
夏
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
合
同
授
業
」
と
銘
打
っ
た

体
験
授
業
を
開
催
し
た
の
は
、
８
月
下
旬
の
２

日
間
。

初
日
は
「
カ
ッ
コ
い
い
ス
マ
ホ
撮
影
と
映
え

る
高
校
生
活
」
で
撮
影
の
基
本
と
実
際
の
撮
り

か
た
、
講
評
を
通
し
て
み
っ
ち
り
学
ん
だ
。

２
日
目
は
特
産
の
石
材
を
高
校
生
が
彫
り
出

し
て
、「
地
球
の
音
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
」
オ
ブ

ジ
ェ
を
制
作
。
そ
の
彫
り
出
す
音
を
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
に
取
り
込
む
一
方
、
小
松
市
の
名

産
で
あ
る
九
谷
焼
で
作
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
楽
器

と
一
緒
に
、全
員
が
一
つ
の
音
楽
を
生
み
出
す
エ

ク
ス
ペ
リ
メ
ン
タ
ル
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
（
実
験
音

楽
）
を
体
験
し
た
。
背
景
に
映
し
出
さ
れ
る
の

は
、
石
切
り
場
か
ら
石
材
を
切
り
出
し
た
際
の

ビ
デ
オ
映
像
。「
小
松
な
ら
で
は
の
石
と
九
谷
焼

か
ら
生
み
出
す
ア
ー
ス
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」
と
題
す
る
そ
れ
は
、
生
徒
に
現
代

芸
術
の
一
端
に
触
れ
さ
せ
よ
う
と
の
試
み
だ
。

こ
れ
を
受
講
し
た
の
は
、
同
校
で
芸
術
コ
ー

ス
に
学
ぶ
美
術
と
音
楽
専
攻
の
高
校
生
た
ち
。

普
段
と
は
違
う
新
鮮
な
授
業
に
触
発
さ
れ
、「
写

真
の
構
図
を
考
え
る
こ
と
は
、
デ
ッ
サ
ン
に
も

通
じ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
」「
違
う
視
点
を
持
つ

こ
と
の
大
事
さ
が
わ
か
っ
た
。
こ
の
体
験
か
ら

自
分
の
可
能
性
が
広
が
れ
ば
」
と
、
興
奮
も
冷

め
や
ら
ぬ
様
子
で
異
口
同
音
に
振
り
返
る
。

芸
術
学
部
が
高
校
生
へ
の
出
前
授
業
に
乗
り

出
し
た
き
っ
か
け
は
、
４
年
後
の
北
陸
新
幹
線

の
路
線
延
伸
を
睨に
ら

ん
だ
小
松
市
か
ら
、
地
域
活

性
化
へ
の
協
力
を
求
め
ら
れ
た
こ
と
だ
っ
た
。

と
は
い
え
、
単
な
る
〝
賑に
ぎ

や
か
さ
〟
だ
け
の

お
祭
り
騒
ぎ
に
は
し
た
く
な
か
っ
た
。「
多
彩
な

出
会
い
と
才
能
が
つ
な
が
り
、
そ
し
て
ぶ
つ
か

り
あ
う
こ
と
で
、
自
ら
〈
化
け
る
〉
こ
と
を
目

指
す
。
そ
れ
こ
そ
が
日
藝
で
あ
り
、
そ
う
で
な

い
と
日
藝
が
関
わ
る
意
味
は
な
い
」（
放
送
学

科
・
星
野
裕
教
授
）

そ
こ
で
、
芸
術
コ
ー
ス
を
抱
え
る
同
校
で
。

地
域
文
化
の
発
信
に
向
け
た
教
育
支
援
を
行
う

上：小松高校での体験授業。下：石材を彫ってオブジェ制作

オリジナル楽器を一緒に体験

　「日大生のやってみたいを実現するプロジェクト」（自主創造プロ
ジェクト）は、本学の教育理念である「自主創造」の三つの構成要素
の能力を、実践を通じて高めること。そして、学部間交流を通じて多様
性に対する気付きを与え、自らの専門科目の学修をより深化させる一
助とすることが目的で今年度にスタートした。
　各プロジェクトは本学の正規生で構成され、２学部以上かつ５人
以上の学生が参画。①文化の進展をはかる②持続可能な開発目標
（SDGｓ）に取り組む③本学の発展に寄与する―のいずれか一つ
に該当している。今年度、学生から申請のあった60件のうち33件が
採択された。

「日大生のやってみたいを
実現するプロジェクト」

て
き
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
台
風
被
害
を
受
け
た

地
域
に
漁
船
用
ボ
ー
ト
を
寄
付
し
た
り
、
カ
ン

ボ
ジ
ア
の
小
学
校
に
給
水
塔
を
設
置
し
た
り

と
、
活
動
歴
に
も
実
績
が
あ
る
。

そ
ん
な
「
た
ん
ぽ
ぽ
」
が
生
物
資
源
科
学
部

国
際
地
域
学
科
の
ゼ
ミ
生
と
組
ん
で
今
回
取
り

組
む
の
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
ボ
ル
ネ
オ
島
北
西

部
の
寒
村
振
興
策
で
あ
る
。

題
し
て
「
サ
ラ
ワ
ク
わ
く
わ
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」。ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
軸
に
し
た
農
村
滞
在
型

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
地
元
で
作
っ
た
籠
や
コ

シ
ョ
ウ
の
商
品
化
・
販
売
も
行
う
。
た
だ
の
国

際
協
力
で
終
わ
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
を
地
域

に
結
び
つ
け
よ
う
と
す
る
取
り
組
み
だ
。

現
地
の
マ
レ
ー
シ
ア
大
学
サ
ラ
ワ
ク
校
と
協

力
す
る
本
格
派
で
、
し
か
も
３
年
計
画
と
息
が

長
い
。
今
年
は
フ
ィ
ー
ジ
ビ
リ
テ
ィ
ー
調
査

で
、
来
年
に
商
品
化
プ
ラ
ン
、
３
年
目
に
村
内

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
昇
華
さ
せ
る
と
い
う
。

代
表
の
前
田
千
晶
さ
ん
（
国
際
関
係
４
年
）

は
来
春
卒
業
す
る
。「
や
る
気
の
あ
る
学
生
に
活

動
の
場
と
仕
組
み
を
残
し
て
お
き
た
い
が
た
め

に
参
加
し
た
」
そ
う
だ
。

市
立
小
松
高
で

夏
の
体
験
授
業

芸
術
学
部
が

地
方
文
化
の
発
信
支
援

多
彩
な
出
会
い
か
ら

新
た
な
可
能
性
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「
高
校
生
が
自
ら
運
営
し
ま
す
」
が
う
た
い
文

句
の
「
高
校
生
の
神
楽
甲
子
園
」も
７
月
下
旬
の

２
日
間
、広
島
県
安
芸
高
田
市
で
盛
況
の
う
ち
に

幕
を
閉
じ
た
。

　

広
島
県
は
全
国
で
も
有
数
の
神
楽
が
盛
ん
な

地
域
で
、神
楽
団
が
各
地
で
活
動
。
出
雲
流
神
楽

か
ら
石
見
神
楽
の
流
れ
を
く
ん
で
演
劇
性
と
娯

楽
性
を
高
め
て
お
り
、そ
の
中
心
で
あ
る
安
芸
高

田
市
の
神
楽
門
前
湯
治
村
に
は
専
用
の
神
楽

ド
ー
ム
ま
で
あ
る
ほ
ど
だ
。

　

神
楽
ド
ー
ム
社
長
、
溝
本
郁
夫
氏
が
経
済
学

部
Ｏ
Ｂ
と
い
う
縁
も
あ
り
、芸
術
学
部
は
ス
タ
ー

ト
時
か
ら
協
力
、
現
在
も
校
友
会
広
島
支
部
と

共
に
応
援
し
て
い
る
。こ
ち
ら
も
安
芸
高
田
市
の

浜
田
一
義
市
長
と
木
村
政
司
芸
術
学
部
長
と
の

間
で
連
携
協
力
協
定
を
今
年
締
結
し
た
。

　

大
会
は
年
々
盛
ん
に
な
り
、９
回
目
の
今
年
は

全
国
か
ら
過
去
最
多
の
18
校
が
参
加
。
総
勢

２
５
０
人
の
高
校
生
が
重
い
衣
装
を
ま
と
い
、ス

ピ
ー
ド
感
あ
ふ
れ
る
舞
を
見
せ
た
。今
回
は
特
別

出
演
と
し
て

富
山
県
南
砺

平
高
が
「
越

中
五
箇
山
民

謡
」、徳
島
県

城
西
高
が

「
阿
波
踊
り
」

を
披
露
。
神

楽
以
外
に
各

地
域
の
特
徴

あ
る
舞
を
楽

し
め
る
の
も
人
気
の
理
由
だ
。

　

最
後
は
演
劇
学
科
の
小
林
直
弥
教
授
の
講
評

に
続
き
、
広
島
県
立
千
代
田
高
と
岩
手
県
立
葛

巻
高
の
優
秀
２
チ
ー
ム
に
日
藝
選
奨
の
ト
ロ

フ
ィ
ー
が
贈
ら
れ
た
。

　
「
新
潟
県
十
日
町
の
大
地
の
芸
術
祭
の
よ
う

に
、
木
村
学
部
長
を
旗
振
り
役
に
、
神
楽
甲
子
園

も
日
藝
が
貢
献
で
き
る
地
域
連
携
事
業
と
し
て

さ
ら
に
拡
大
で
き
れ
ば
」（
小
林
教
授
）

　

新
潟
の
〝
大
地
の
芸
術
祭
〟と
は
、
信
越
国
境

に
近
い
越
後
妻
有
地
域
で
３
年
に
１
回
開
催
さ

れ
る
「
大
地
の
芸
術
祭　

越
後
妻
有
ア
ー
ト
ト

リ
エ
ン
ナ
ー
レ
」
の
こ
と
。
周
辺
の
１
０
２
集
落

が
参
加
す
る
世
界
最
大
級
の
国
際
芸
術
展
で
、

昨
年
は
50
万
人
以
上
が
詰
め
か
け
た
。

　

さ
ら
に
、そ
こ
で
経
験
を
積
ん
だ
ス
タ
ッ
フ
に

よ
り
、
愛
知
県
の
「
あ
い
ち
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
」、

香
川
県
の
「
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
」や
、
北
ア
ル

プ
ス
や
奥
能
登
の
展
覧
会
な
ど
へ
広
が
り
を
見

せ
、全
国
各
地
に
芸
術
祭
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
伝
え
て

い
る
。

　

そ
ん
な
「
大
地
の
芸
術
祭
」
の
開
幕
は

２
０
０
０
年
か
ら
。実
は
小
松
市
立
高
校
の
体
験

授
業
に
も
加
わ
っ
た
美
術
学
科
の
鞍
掛
純
一
教

授
を
先
導
役
に
、
芸
術
学
部
も
そ
の
４
年
後
か

ら
越
後
妻
有
の
国
際
芸
術
展
に
参
加
し
続
け
て

い
る
の
で
あ
る
。

　

そ
の
鞍
掛
教
授
が
専
門
と
す
る
彫
刻
コ
ー
ス

に
、
来
年
度
か
ら
地
域
芸
術
専
攻
を
設
け
る
こ

と
に
な
っ
た
。「
モ
ノ
作
り
を
広
め
る
に
は
、
地

域
と
連
携
で
き
る
視
野
の
広
い
経
験
値
を
持
っ

た
人
材
が
必
要
で
、
５
人
ほ
ど
の
育
成
を
考
え

て
い
る
」

　

小
松
で
の
体
験
授
業
を
振
り
返
っ
て
―
―
。

「
高
校
生
が
す
ご
く
前
向
き
で
、
好
奇
心
旺
盛
な

こ
と
に
打
た
れ
た
。半
数
は
地
域
に
根
付
い
て
生

き
て
い
く
心
持
ち
の
よ
う
だ
か
ら
、自
分
た
ち
の

周
辺
地
域
の
再
発
見
・
魅
力
作
り
に
役
立
て
て
も

ら
う
よ
う
、
引
き
続
き
尽
力
し
た
い
」

　

地
方
創
生
に
向
け
た
人
材
作
り
が
、い
よ
い
よ

動
き
始
め
た
。

高
校
生
の

神
楽
甲
子
園

広
島
県
で
開
催
９
年
目

地
域
芸
術
の
担
い
手
作
り
が
始
動

方
針
が
固
ま
り
、
今
年
４
月
に
木
村
政
司
学
部

長
と
和
田
愼
司
市
長
が
包
括
連
携
協
定
に
調

印
。
今
回
の
体
験
授
業
は
そ
の
第
１
弾
で
あ
る
。

上
々
の
評
判
か
ら
、
撮
り
た
め
た
授
業
映
像

な
ど
を
元
に
、
引
き
続
き
小
松
市
が
発
進
す
る

Ｃ
Ｍ
や
ウ
ェ
ブ
の
Ｐ
Ｒ
動
画
、
同
じ
材
料
で
高

校
の
Ｐ
Ｒ
動
画
作
り
を
進
め
る
こ
と
が
決
ま
っ

た
。
内
容
は
風
光
明
媚
な
景
色
を
紹
介
す
る
観

光
Ｐ
Ｒ
で
は
な
く
、
小
松
の
未
来
を
担
う
若
者

の
活
躍
に
焦
点
を
あ
て
る
考
え
だ
そ
う
だ
。

さ
ら
に
市
が
開
催
す
る
「
こ
ま
つ
笑
顔
フ
ォ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
審
査
委
員
に
、
写
真
学
科

の
田
中
里
実
准
教
授
が
就
任
。
北
陸
新
幹
線
の

小
松
駅
開
業
に
向
け
た
首
都
圏
で
の
Ｐ
Ｒ
展
開

に
つ
い
て
も
、
相
談
役
と
し
て
知
恵
を
貸
し
て

ほ
し
い
と
要
請
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
好
評
に
後
押
し
さ
れ
て
、
今
後
は
大

人
レ
ベ
ル
で
の
体
験
授
業
の
開
講
を
求
め
る
声

も
浮
上
し
て
い
る
ほ
ど
。
同
校
で
の
夏
の
授
業

は
、
当
然
の
よ
う
に
来
年
も
開
催
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。

全員が触発されるユニーク授業

高校生が舞を競い合う神楽甲子園

彫刻コース「地域芸術専攻」案内ポスター
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本
学
の
「
教
学
に
関
す
る
全
学
的
な
基
本
方
針
」で

提
唱
さ
れ
て
い
る
「
若
手
研
究
者
が
自
立
し
て
研
究

で
き
る
環
境
の
整
備
」
の
一
環
と
し
て
、
生
物
資
源
科

学
部
で
は
「
次
世
代
研
究
者
支
援
事
業
」を
平
成
30
年

度
よ
り
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
本
大
学
院
博
士
後
期
課

程
ま
た
は
博
士
課
程
の
修
了
者
で
学
位
を
取
得
し
た

者
に
対
し
、
独
立
し
た
施
設
の
提
供
、
研
究
資
金
を
供

与
す
る
と
い
う
学
部
長
指
定
次
世
代
支
援
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
一
つ
だ
。

　
「
本
学
に
限
ら
ず
、
大
学
院
修
了
後
に
研
究
者
と
し

て
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
得
る
の
が
難
し
い
時
代
で
す
。
私

費
で
の
研
究
に
行
き
づ
ま
り
、
研
究
活
動
が
止
ま
る

こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
次
の
ポ
ジ

シ
ョ
ン
を
得
る
ま
で
の
間
、
生
活
の
安
定
と
研
究
の
継

続
を
保
障
す
る
と
い
う
の
が
支
援
の
一
番
の
目
的
で

す
」（
研
究
委
員
会
委
員
長
・
山
室
裕
教
授
）

　

採
用
さ
れ
る
と
、
ポ
ス
ト
・
ド
ク
ト
ラ
ル
・
フ
ェ
ロ
ー

の
身
分
で
規
定
の
月
額
給
与
、
学
部
教
員
の
個
人
研

究
費
に
相
当
す
る
研
究
費
、
独
立
し
た
オ
フ
ィ
ス
等

を
支
給
・
提
供
さ
れ
る
。学
術
講
演
会
で
の
成
果
報
告
、

活
動
報
告
書
の
提
出
が
義
務
付
け
ら
れ
る
。
支
援
期

間
は
最
長
で
３
年
間
。
こ
れ
ま
で
に
３
人
が
選
ば
れ

て
い
る
。

　
「
採
用
し
た
３
人
は
素
晴
ら
し
い
人
材
で
、
良
き
先

例
と
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
彼
ら

が
今
後
ど
の
よ
う
な
道
を
た
ど
る
か
は
わ
か
り
ま
せ

ん
が
、
将
来
は
本
学
で
教
壇
に
立
ち
、
本
学
の
さ
ら
な

る
教
育
の
向
上
に
尽
力
し
て
も
ら
え
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
」（
山
室
教
授
）

　

生
物
資
源
科
学
部
の
新
し
い
試
み
で
は
「
学
部
ブ

ラ
ン
ド
創
生
研
究
」
に
も
注
目
し
た
い
。
こ
ち
ら
も
学

部
長
指
定
次
世
代
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
ブ
ラ
ン

ド
食
品
の
創
出
を
生
物
資
源
科
学
部
発
で
行
う
と
い

う
も
の
。
現
在
は
野
菜
（
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
）
や
大
豆
な

ど
新
ブ
ラ
ン
ド
食
品
の
創
生
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
「
次
世
代
研
究
者
支
援
事
業
」
と
「
学
部
ブ
ラ
ン
ド

創
生
研
究
」
の
両
輪
で
さ
ら
な
る
発
展
に
取
り
組
ん

で
い
る
生
物
資
源
科
学
部
。
今
後
さ
ら
に
学
内
外
へ

の
周
知
を
図
り
、
研
究
者
を
志
す
若
手
の
育
成
、
魅

力
あ
る
大
学
づ
く
り
に
尽
力
し
て
い
く
。

　

平
成
31
年
度
教
職
課
程
再
課
程
認
定
の
施
行
に
伴

い
、
教
職
課
程
の
科
目
構
成
の
う
ち
、「
教
育
の
基
礎

的
理
解
に
関
す
る
科
目
等
」お
よ
び
「
教
科
の
指
導
法

に
関
す
る
科
目
」に
お
い
て
、
文
部
科
学
省
が
定
め
た

コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
し
た
が
っ
て
授
業
内
容
・
方
法

等
を
展
開
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
た
。
そ
の
内

容
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
使
っ
た
授
業
展
開
、
チ
ー
ム
運

営
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
等
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
経
済
学

部
で
こ
れ
ら
に
対
応
す
る
た
め
に
先
頭
に
立
ち
、
教

職
課
程
を
け
ん
引
す
る
の
が
卜
部
勝
彦
教
授
だ
。

　
「
本
学
だ
け
で
な
く
、
日
本
中
の
教
職
課
程
を
置
く

大
学
が
コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
順
守
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
が
、
経
済
学
部
は
そ
れ
ら
に
し
っ
か
り
と

対
応
が
取
れ
る
環
境
が
整
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で

わ
れ
わ
れ
は
学
生
と
本
気
で
ぶ
つ
か
り
、情
熱
を
持
っ

た
教
員
を
育
て
て
い
ま
す
」（
卜
部
教
授
）

　

卜
部
教
授
は
元
文
部
科
学
省
の
教
科
書
調
査
官
。

平
成
25
年
に
教
授
と
し
て
招
か
れ
、
変
わ
り
ゆ
く
初

等
中
等
教
育
に
対
応
可
能
な
人
材
を
輩
出
し
て
い
る
。

　

同
学
部
で
は
中
学
社
会
、高
校
の
地
理
歴
史
、公
民
、

商
業
の
教
員
免
許
を
取
得
で
き
、
履
修
者
数
は
１
学

年
で
30
人
ほ
ど
。
決
し
て
多
く
な
い
が
、
少
人
数
だ
か

ら
こ
そ
で
き
る
授
業
が
あ
る
と
い
う
。

　
「
少
人
数
で
全
員
が
同
じ
目
標
に
向
か
っ
て
勉
強
す

る
た
め
、
学
生
同
士
や
学
生
と
教
員
と
の
結
束
が
強

く
な
る
の
が
本
学
部
教
職
課
程
の
強
み
。
電
子
黒
板

（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
）
を
導
入
し
、
実
践
が
必
要
な
教
職
課

程
科
目
に
常
に
対
応
で
き
る
教
室
を
確
保
し
て
お
り
、

全
員
が
実
践
型
の
模
擬
授
業
を
体
験
で
き
る
の
も
少

人
数
な
ら
で
は
と
言
え
ま
す
」（
卜
部
教
授
）

　

教
員
採
用
試
験
で
行
わ
れ
る
グ
ル
ー
プ
討
議
や
場

面
指
導
等
の
対
策
も
万
全
で
、
奈
良
県
教
育
委
員
会

で
指
導
主
事
を
務
め
て
い
た
奥
田
智
教
授
が
担
当
。

実
務
だ
け
で
な
く
採
用
試
験
対
策
で
も
最
善
の
環
境

で
学
生
を
教
育
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

現
在
、
教
員
志
望
者
は
減
少
傾
向
に
あ
る
が
、
そ
う

い
っ
た
な
か
で
も
、
社
会
科
系
に
特
化
し
た
「
本
気
の

教
員
」
を
輩
出
し
続
け
て
い
る
。
経
済
学
部
が
目
指
す

の
は
社
会
科
教
員
と
し
て
国
の
教
育
の
中
核
を
な
す

人
材
、つ
ま
り
「
自
主
創
造
型
教
員
の
養
成
」で
あ
る
。

有
能
な
若
手
研
究
者
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

─
─
次
世
代
研
究
者
支
援
事
業

生
物
資
源
科
学
部

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
導
入

「
自
主
創
造
型
教
員
の
養
成
」を
目
指
す

経
済
学
部
教
職
課
程

支援事業で採用された藤佑志郎さん、春日元気さん、三浦徳さん（左から）

電子黒板によるプレゼン風景
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